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入  札  公  告  

 

次 の と お り 一 般 競 争 入 札 に 付 し ま す 。  

令 和 ６ 年 １ 月 ９ 日  

  国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構  

  総 務 部 長  佐 藤  匡 延  

◎ 調 達 機 関 番 号 8 0 7  ◎ 所 在 地 番 号 1 4  

１  調 達 内 容  

 ( 1 )  品 目 分 類 番 号  2 4  

 ( 2 )  購 入 等 件 名 及 び 数 量  

感 温 素 子  約 6 7 8 本  

( 3 )  調 達 案 件 の 仕 様 等  仕 様 書 に よ る 。  

 ( 4 )  納 入 期 間  令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ７ 年

３ 月 3 1 日 ま で  

 ( 5 )  納 入 場 所  仕 様 書 に よ る 。  

 ( 6 )  入 札 方 法  １ ( 2 ) の 予 定 数 量 に 対 す る 総 価

で 行 う 。 落 札 者 の 決 定 に あ た っ て は 、 入 札 書

に 記 載 さ れ た 金 額 に 当 該 金 額 の 1 0 0 分 の 1 0

に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 金 額 （ 当 該 金 額 に １

円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端 数 金 額 を
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切 り 捨 て る も の と す る ｡ ） を も っ て 落 札 価 格

と す る の で 、 入 札 者 は 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費

税 に 係 る 課 税 事 業 者 で あ る か 免 税 事 業 者 で

あ る か を 問 わ ず 、 見 積 っ た 契 約 金 額 の 1 1 0 分

の 1 0 0 に 相 当 す る 金 額 を 入 札 書 に 記 載 す る こ

と 。  

２  競 争 参 加 資 格  

 ( 1 )  国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 契 約

事 務 取 扱 規 程 （ 平 成 1 3 年 ４ 月 １ 日 付 け 1 3 水

研 第 6 5 号 ） 第 1 2 条 第 １ 項 及 び 第 1 3 条 の 規

定 に 該 当 し な い 者 で あ る こ と 。  

 ( 2 )  令 和 ４ ・ ５ ・ ６ 年 度 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産

研 究 ・ 教 育 機 構 競 争 参 加 資 格 又 は 全 省 庁 統 一

資 格 の 「 物 品 の 販 売 」 の 業 種 「 精 密 機 器 類 」

で 、 「 Ａ 」 、 「 Ｂ 」 、 「 Ｃ 」 又 は 「 Ｄ 」 い ず

れ か の 等 級 に 格 付 け さ れ て い る 者 で あ る こ

と 。  

 ( 3 )  国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 理 事

長 か ら 物 品 の 製 造 、 物 品 の 販 売 及 び 役 務 の 提

供 等 契 約 指 名 停 止 措 置 要 領 に 基 づ く 指 名 停
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止 を 受 け て い る 期 間 中 で な い こ と 。  

 た だ し 、 全 省 庁 統 一 資 格 に 格 付 け さ れ て い

る 者 で あ る 場 合 は 、 国 の 機 関 の 同 様 の 指 名 停

止 措 置 要 領 に 基 づ く 指 名 停 止 を 受 け て い る

期 間 中 で な い こ と 。   

 ( 4 )  暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 7 7 号 ） 第 3 2 条 第 １

項 各 号 に 掲 げ る 者 で な い こ と 。  

３  入 札 書 の 提 出 場 所 等  

 ( 1 )  入 札 書 の 提 出 場 所 、 契 約 条 項 を 示 す 場 所 、

入 札 説 明 書 の 交 付 場 所 及 び 問 い 合 わ せ 先  

 〒 2 2 1 - 8 5 2 9  神 奈 川 県 横 浜 市 神 奈 川 区 新

浦 島 町 １ － １ － 2 5  テ ク ノ ウ ェ イ ブ 1 0 0  ６

階  国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 総

務 部 調 達 課 契 約 第 ２ 担 当  品 川  三 矢 子  

電 話 0 4 5 - 2 7 7 - 0 2 1 0 ( 内 線 2 6 7 4 )  

F A X  0 4 5 - 2 7 7 - 0 2 1 8  

 ( 2 )  入 札 説 明 書 の 交 付 方 法  競 争 参 加 希 望 者

は 、 以 下 に よ り 入 札 説 明 書 等 （ 入 札 説 明 書 、

入 札 心 得 書 、 契 約 書 案 、 入 札 書 様 式 、 委 任 状
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様 式 等 ） の 交 付 を 受 け る こ と 。  

①  直 接 交 付  

 上 記 ３ ( 1 ) の 交 付 場 所 に て 交 付 す る 。  

②  宅 配 便 着 払 い に よ る 交 付  

 任 意 書 式 に 「 感 温 素 子  約 6 7 8 本 入 札 説

明 書 宅 配 便 に て 希 望 」 と 記 入 し 、 社 名 、 担

当 者 名 、 住 所 、 電 話 番 号 を 記 載 の う え 、 上

記 ３ ( 1 ) あ て Ｆ Ａ Ｘ 送 信 す る こ と 。  

③  メ ー ル に よ る 交 付  

 任 意 書 式 に 「 感 温 素 子  約 6 7 8 本 入 札 説

明 書 メ ー ル に て 希 望 」 と 記 入 し 、 社 名 、 担

当 者 名 、 メ ー ル ア ド レ ス 、 電 話 番 号 を 記 載

の う え 、 上 記 ３ ( 1 ) あ て Ｆ Ａ Ｘ 送 信 す る こ

と 。  

 ( 3 )  応 札 仕 様 書 等 の 提 出 期 限 及 び 場 所  

本 公 告 に 示 し た 物 品 を 納 入 で き る こ と を 証

明 す る 書 類 を 令 和 ６ 年 ２ 月 １ ６ 日 1 7 時 ま で

に 、 上 記 ３ ( 1 ) へ 提 出 す る こ と 。  

 ( 4 )  入 札 説 明 会 の 日 時 及 び 方 法  仕 様 書 等 に 関

し 質 疑 が あ る 場 合 に は 、 令 和 ６ 年 １ 月 ２ ６ 日
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ま で に 上 記 ３ ( 1 ) あ て に メ ー ル （ ア ド レ ス は

入 札 説 明 書 に 記 載 ） 又 は Ｆ Ａ Ｘ に て 質 疑 を 行

う こ と 。 当 日 ま で の 質 疑 を 取 り ま と め 、 回 答

は 入 札 説 明 書 受 領 者 全 員 に 対 し て 行 う と と

も に 当 機 構 の ホ ー ム ペ ー ジ に て 公 表 す る こ

と に よ り 入 札 説 明 会 に 代 え る 。 な お 、 当 該 日

以 降 に 質 疑 が 発 生 し た 場 合 に も 随 時 受 け 付

け 、 同 様 に 対 応 す る 。  

 ( 5 )  入 札 、 開 札 の 日 時 及 び 場 所  令 和 ６ 年 ３ 月

１ 日 1 1 時 0 0 分  神 奈 川 県 横 浜 市 神 奈 川 区 新

浦 島 町 １ － １ － 2 5  テ ク ノ ウ ェ イ ブ 1 0 0  ６

階  国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 会

議 室 （ た だ し 、 郵 便 に よ る 入 札 の 場 合 は 、 書

留 郵 便 に よ る こ と と し 、 令 和 ６ 年 ２ 月 2 9 日

1 7 時 必 着 の こ と ｡ ）  

４  そ の 他  

 ( 1 )  契 約 手 続 き に お い て 使 用 す る 言 語 及 び 通 貨  

日 本 語 及 び 日 本 国 通 貨 。  

 ( 2 )  入 札 保 証 金 及 び 契 約 保 証 金  免 除 。  

 ( 3 )  入 札 の 無 効  本 公 告 に 示 し た 競 争 参 加 資 格
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の な い 者 の 提 出 し た 入 札 書 、 競 争 参 加 資 格 確

認 書 類 に 虚 偽 の 記 載 を し た 者 の 提 出 し た 入

札 書 、 入 札 者 に 求 め ら れ る 義 務 を 履 行 し な か

っ た 者 の 提 出 し た 入 札 書 は 無 効 と す る 。  

 ( 4 )  契 約 書 作 成 の 要 否  要 。  

 ( 5 )  落 札 者 の 決 定 方 法  本 公 告 に 示 し た 物 品 を

納 入 で き る と 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教

育 機 構 総 務 部 長 が 判 断 し た 入 札 者 で あ っ て 、

予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 で 最 低 価 格 を も っ

て 有 効 な 入 札 を 行 っ た 入 札 者 を 落 札 者 と す

る 。  

 ( 6 )  手 続 き に お け る 交 渉 の 有 無  無 。  

 ( 7 )  競 争 参 加 者 は 、 入 札 の 際 に 国 立 研 究 開 発 法

人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 の 資 格 審 査 結 果 通 知 書

写 し 又 は 全 省 庁 統 一 資 格 の 資 格 審 査 結 果 通

知 書 写 し を 提 出 す る こ と 。  

 ( 8 )  詳 細 は 入 札 説 明 書 に よ る 。  

５  契 約 に 係 る 情 報 の 公 表  「 独 立 行 政 法 人 の 事

務 ・ 事 業 の 見 直 し の 基 本 方 針 」 （ 平 成 2 2 年 1 2

月 ７ 日 閣 議 決 定 ） に 基 づ き 実 施 す る 。 詳 細 は 入
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札 説 明 書 に よ る 。  

６  公 的 研 究 費 の 不 正 防 止 に か か る 「 誓 約 書 」 の

提 出 に つ い て  詳 細 は 入 札 説 明 書 に よ る 。  

７  S u m m a r y  

 ( 1 )  O f f i c i a l  i n  c h a r g e  o f  d i s b u r s e m e n t  o f  t h e  

p r o c u r i n g  e n t i t y :  M a s a n o b u  S a t o h ,  D i -

r e c t o r ,  G e n e r a l  A d m i n i s t r a t i o n  D e p a r t m e n t ,  

H e a d q u a r t e r s ,  J a p a n  F i s h e r i e s  R e s e a r c h  

a n d  E d u c a t i o n  A g e n c y  

 ( 2 )  C l a s s i f i c a t i o n  o f  t h e  p r o d u c t s  t o  b e  

P r o c u r e d :  2 4  

 ( 3 )  N a t u r e  a n d  q u a n t i t y  o f  t h e  p r o d u c t s  t o  b e  

p u r c h a s e d :  T h e r m o s e n s i t i v e  d e v i c e  6 7 8  

 ( 4 )  D e l i v e r y  p e r i o d :  F r o m  1  A p r i l  2 0 2 4  

t h r o u g h  3 1  M a r c h  2 0 2 5  

 ( 5 )  D e l i v e r y  p l a c e :  A s  i n  t h e  t e n d e r  d o c -

u m e n t a t i o n .  

 ( 6 )  Q u a l i f i c a t i o n  f o r  p a r t i c i p a t i n g  i n  t h e  

t e n d e r i n g  p r o c e d u r e s :  S u p p l i e r s  e l i g i b l e  

f o r  p a r t i c i p a t i n g  i n  t h e  p r o p o s e d  t e n d e r  
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a r e  t h o s e  w h o  s h a l l :  

①  N o t  c o m e  u n d e r  A r t i c l e  1 2 - 1  a n d  1 3  o f  

t h e  r e g u l a t i o n  c o n c e r n i n g  t h e  c o n t r a c t  

f o r  J a p a n  F i s h e r i e s  R e s e a r c h  a n d  E d u -

c a t i o n  A g e n c y ,  

②  H a v e  G r a d e  A ,  B ,  C  o r  D  “ S a l e s ” i n  t e r m s  

o f  t h e  q u a l i f i c a t i o n  f o r  p a r t i c i p a t i n g  

i n  t e n d e r s  b y  J a p a n  F i s h e r i e s  R e s e a r c h  

a n d  E d u c a t i o n  A g e n c y  o r  S i n g l e  q u a l i -

f i c a t i o n  f o r  e v e r y  m i n i s t r y  a n d  a g e n c y  

i n  t h e  f i s c a l  y e a r s  2 0 2 2 ,  2 0 2 3  a n d  2 0 2 4 .  

 ( 7 )  T i m e  l i m i t  f o r  t e n d e r :  1 1 : 0 0 , 1  M a r c h  2 0 2 4  

 ( 8 )  C o n t a c t  p o i n t  f o r  t h e  n o t i c e :  M i y a k o  

S h i n a g a w a ,  C o n t r a c t  S e c o n d  S u b s e c t i o n ,  

C o n t r a c t  D i v i s i o n ,  G e n e r a l  A d m i n i s t r a t i o n  

D e p a r t m e n t ,  H e a d q u a r t e r s ,  J a p a n  F i s h e r i e s  

R e s e a r c h  a n d  E d u c a t i o n  A g e n c y ,  T e c h n o  W a v e  

1 0 0  6 F ,  1 - 1 - 2 5  S h i n u r a s h i m a - c h o ,  K a n a -

g a w a - k u ,  Y o k o h a m a  c i t y ,  K a n a g a w a  2 2 1 - 8 5 2 9  

J a p a n .  T E L  0 4 5 - 2 7 7 - 0 2 1 0  



購 入 仕 様 書 
 

 

１．品  名   感温素子 

 

２．予定数量    約６７８本（内訳は下記のとおり） 

 

３．仕  様    鶴見精機製ＸＢＴ／ＸＣＴＤシステム又は同等の機能を有するシステ

ムで使用する感温素子で、以下の要件を満たす機種であること。 

 

         ア．鉛直連続水温計測用 

１）共通仕様 

・水温測定能力について、測定範囲-2℃～35℃、精度±0.2℃、分

解能 0.01℃程度の性能を有すること。 

２）各仕様及び予定数量 

①深度４６０ｍ、船速１５ノット、計測時間７５秒程度での測定に

適応したものであること。（予定数量：１５６本） 

         イ．鉛直連続水温・電気伝導度計測用 

１）共通仕様 

・水温測定能力について、測定範囲-2℃～35℃、精度±0.02℃、分

解能 0.01℃程度の性能を有すること。 

・電気伝導度測定能力について、測定範囲 0～60mS/cm、精度±

0.03mS/cm、分解能 0.015mS/cm程度の性能を有すること。 

２）各仕様及び予定数量 

①深度１，０００ｍ、船速１２ノット、計測時間３００秒程度での

測定に適応したものであること。（予定数量：４８６本） 

②深度１，８５０ｍ、船速６ノット、計測時間５４０秒程度での測

定に適応したものであること。（予定数量：３６本） 

 

４．納入場所    下記のとおり 

・北海道釧路市桂恋１１６番地 

 国立研究開発法人水産研究・教育機構 

 釧路庁舎 

・宮城県塩釜市新浜町３－２７－５ 

 国立研究開発法人水産研究・教育機構 

 塩釜庁舎 

・青森県八戸市鮫町下盲久保２５－２５９ 

 国立研究開発法人水産研究・教育機構 

 八戸庁舎 

・神奈川県横浜市金沢区福浦２－１２－４ 

 国立研究開発法人水産研究・教育機構 



 横浜庁舎 

・新潟県新潟市中央区水道町１－５９３９－２２ 

 国立研究開発法人水産研究・教育機構 

 新潟庁舎 

・長崎県長崎市多以良町１５５１－８ 

 国立研究開発法人水産研究・教育機構 

 長崎庁舎 

・神奈川県横浜市神奈川区新浦島町１－１－２５ 

 国立研究開発法人水産研究・教育機構 

 開発調査センター 

･ 山口県下関市永田本町２－７－１ 

 国立研究開発法人水産研究・教育機構 

 水産大学校 

 

５．納入期間   自）令和 ６年 ４月 １日 

         至）令和 ７年 ３月３１日 

 

６．そ の 他   当機構は、鶴見精機製のＸＢＴ／ＸＣＴＤシステムを構成するデジタル 

コンバータ及びランチャ（投下器）を所有しており、これらの装置で使用

できない感温素子を納入する場合は、デジタルコンバータ、ランチャ（投

下器）等を含むシステム全体２０式をあわせて納入すること。 

詳細については担当職員の指示に従うこと。 


